
 

(

上)

今
季
初
ス
タ
メ
ン
の
増
富
は
深
井
の
先
制
点
を
ア
シ
ス

ト
す
る
活
躍
で
周
囲
の
評
価
も
上
々
。
欠
場
中
の
橋
本
の
穴

を
見
事
に
埋
め
た(

右)

悩
め
る
エ
ー
ス
深
井
は
後
期
初
得

点
。
自
ら｢

得
点
を
取
る
こ
と
で
調
子
を
上
げ
ら
れ
る
タ
イ

プ｣

と
語
る
が
、
そ
の
言
葉
通
り
残
り
２
試
合
で
爆
発
な
る

か
。
得
点
王
の
タ
イ
ト
ル
争
い
も
注
目(

岩
田
陽
一
撮
影)

あ

あ 

10 月 14 日 14:30 高崎市営浜川陸上競技場

【東】16 分:千田健二(アシスト＝沖久隆志) 
【駒】26 分:深井正樹(増富真也) 
【駒】37 分:巻誠一郎(森田真実) 
【駒】51 分:森田真実(巻誠一郎) 
【駒】62 分:深井正樹(森田真実) 
【駒】88 分:三上卓哉 

K O M A Z A W A 

GK○1 桜井繁(4) 
DF○2 木村誠(4) 
(78 分○17中後雅喜(1)) 
DF○3 小林久晃(4) 
DF○4 那須大亮(2) 
DF○6 三上卓哉(4) 
MF○5 津村典明(4) 
MF○11中田洋介(2) 
(78 分○13金位漫(4)) 
MF○25増富真也(3) 
(73 分○19小林亮(1)) 
MF○8 森田真実(4) 
FW○9 巻誠一郎(3) 
FW○10深井正樹(3) 

S U B 

GK○21新沼泉(3) 
DF○20鈴木祐輔(1) 
MF○12古川健介(4) 
FW○33金井一哉(3) 

M A N A G E R 

秋田浩一 

ＴＯＫＹＯＧＡＫＵＧＥＩ 

GK○1 濱辺哲(4) 
DF○22寺嶋朋也(3) 
DF○8 藤倉寛(3) 
DF○2 佐々木俊一(4) 
DF○12桶田龍(2) 
MF○32保坂一成(1) 
(57分○24岸川健一郎(3))
MF○5 堀之内聖(4) 
MF○7 榎本周平(2) 
(89 分○14堀内大介(4)) 
MF○33岡島弘高(1) 
FW○11沖久隆志(4) 
FW○9 千田健二(3) 
(77 分○70菊地和徳(1)) 

S U B 

GK○19吉田昌平(3) 
DF○4 北御門淳一(4) 
MF○26梅野剛(3) 
FW○27竹下能生(3) 

M A N A G E R 

松本直也 

＜シュート＞12:7＜枠内シュート＞8:4 
＜決定機＞10:4＜GK＞8:7＜CK＞3:3 
＜直接 FK＞15:25＜間接 FK＞5:4＜PK＞0:0 
＜OS＞5:4＜主審＞西村雄一＜観衆＞約 800 人 

順

位 チ ー ム 名 勝 負 分 得 失 差 勝

点 
1 国 士 館 大 学 7 3 2 1 9 1 3 ＋ 6 2 3
2 筑 波 大 学 5 2 5 2 4 1 2 ＋12 2 0
3 駒 澤 大 学 4 2 6 2 4 1 7 ＋ 7 1 8
4 東 京 学 芸 大 学 5 4 3 1 2 1 4 － 2 1 8
5 青 山 学 院 大 学 5 7 0 1 3 2 3 －10 1 5
6 順 天 堂 大 学 3 4 5 1 7 1 2 ＋ 5 1 4
7 中 央 大 学 1 4 7 8 1 3 － 5 1 0
8 慶 応 義 塾 大 学 2 6 4 5 1 8 －13 1 0

☆第 12 節終了時点順位表☆(残り 2 試合)

学
大
を
抜
い
て
３
位
に
浮
上

し
た
。 

 

自
力
優
勝
は
な
く
な
り
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
は

あ
る
が
選
手
た
ち
は｢

他
は

関
係
な
い
。
自
分
達
の
出
来

る
こ
と
を
す
る
だ
け｣

と
気

負
う
様
子
は
な
い
。 

 

次
節
の
会
場
は｢

地
元｣

駒

沢
競
技
場
。
日
本
サ
ッ
カ
ー

界
の
聖
地
で
駒
大
イ
レ
ブ
ン

は
２
位
筑
波
大
相
手
に
、
ど

ん
な
サ
ッ
カ
ー
を
披
露
し
て

く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。(

森
田)

あ 

気
持
ち
を
一
つ
に
し

３
位
東
学
大
に
大
勝

 

前
節
青
学
大
戦
で
の
ま
さ

か
の
敗
戦
後
、
選
手
だ
け
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た

と
い
う
。
そ
こ
で
互
い
の
思

い
を
隠
す
こ
と
な
く
ぶ
つ
け

合
い
、
わ
ず
か
な
が
ら
に
存

在
し
て
い
た
意
識
の
ず
れ
を

統
一
。
再
び
一
つ
に
な
っ
た

イ
レ
ブ
ン
は
、
必
勝
を
期
し

て
こ
の
日
の
試
合
に
臨
ん

だ
。 

 

東
学
大
に
先
制
点
こ
そ
許

し
た
が
、
駒
大
は
あ
わ
て
る

こ
と
な
く
自
分
達
の
サ
ッ
カ

ー
を
展
開
。
26
分
に
今
季
初

ス
タ
メ
ン
を
果
た
し
た
増
富

か
ら
の
折
り
返
し
を
深
井
が

左
足
で
押
し
込
み
、
早
く
も

同
点
に
追
い
つ
く
。
37
分
に

は
巻
が
加
点
し
一
気
に
逆
転

に
成
功
し
た
。
２
ト
ッ
プ
が

得
点
し
波
に
乗
る
駒
大
は
、

後
半
も
怒
涛
の
攻
撃
を
展

開
。
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
代

表
の
藤
倉
、
堀
之
内
を
中
心

と
し
た
リ
ー
グ
最
小
失
点
を

誇
る
東
学
大
Ｄ
Ｆ
も
も
の
と

も
せ
ず
、
51
分
に
は
森
田
、

62
分
に
は
再
び
深
井
、
そ
し

て
終
了
間
際
の
88

分
に
は

三
上
が
今
季
初
得
点
を
決

め
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
３
位

東
学
大
に
４
点
差
の
大
勝
。

直
前
に
終
了
し
た
首
位
国

士
大
と
２
位
筑
波
大
の
試
合

が
引
き
分
け
に
終
わ
っ
た
た

め
、
僅
か
な
が
ら
優
勝
の
可

可能性ある限り
第 13 節、駒澤が優勝へ望みをつ

なぐには勝利しか許されない。その

うえ国士館が引き分け以下という

条件付き。厳しい状況であることに

変わりはないが駒澤にすれば次節

の勝利を目指して戦うしかない。可

能性を信じてＦＯＲＺＡ！なお、こ

の日の勝利で入替戦に回る 7 位、自

動降格の 8 位はなくなった。 

 
終了間際に相手のミスを逃さず今季初得点を挙げた三上。

｢応援している人にも気持ちが伝わるプレー｣を心掛けた 

１得点１アシストの巻は前線からの守備、ポストプ

レーなど自分の役割をきっちり果たした 

２
点
目
を
挙
げ
た
深
井
と
増
富
が
歓
喜
の
抱
擁 


